
統計量：多変量解析
BICによるstepwise重回帰分析

 BICによるstepwise法を用いた重回帰分析を行います

 立位体前屈データを選びます

 ①[統計量]－②[多変量解析]－③[BICによるstepwise重回帰

分析]を選びます

 ダイアログボックスの④[目的変数（1つ選択）]にて結果と

なる変数（影響を受ける変数）をクリックして選びます

 ここでは「立位体前屈平均」を選んでいます

 ⑤[説明変数（1つ以上選択）]から，原因となる変数（影響

を与える変数）を1つ以上選びます

 ここでは多重共線性を確認した後に「SLR，TMD，性別，足

背屈角度，腹幅」を選んでいます

 CtrlキーやShiftキーを使うと複数選択できます

 目的変数，説明変数ともに数値変数のみを対象とします

 因子変数は選択できませんので，必要に応じてあらかじめ数値変数

への変換などを行ってください

 ⑥[OK]をクリックします

 なお，目的変数＝従属変数，説明変数＝独立変数，で同じ

意味を表す用語です 1
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統計量：多変量解析
BICによるstepwise重回帰分析 結果

 ①分散分析の結果を見ます．p<0.05であれば②

を見ます

 ②の[Intercept]以外のpが全てp<0.05であれば③

を見ます

 ①，②がp<0.05でなければ，有意な変数無しとな

ります

 この例では，SLRと性別どちらも選ばれています

 ③の標準(偏)回帰係数で影響の度合いを評価し

ます

 0.7以上ならかなり大きく影響します．0.4以上であ

れば中程度影響すると考えてよいでしょう．0.2以

下であればp<0.05でも影響は僅かです

 ④決定係数（Multiple R-squared），自由度調整

済決定係数（Adjusted R-squared）は0.5以上で

あれば理想ですが，絶対的基準ではありません

2

①

③②

④



統計量：多変量解析
AICによるstepwise多重ロジスティック回帰分析

 AICによるstepwise法を用いた多重ロジスティック回帰分析を

行うメニューです

 転倒データを選びます

 ①[統計量]－②[多変量解析]－③[AICによるstepwise多重ロジ

スティック回帰分析]を選びます

 ダイアログボックスの④[変数（ダブルクリックして式に入れ

る）]で，まず結果となる目的変数（従属変数）をクリックし

て選びます

 ⑤のところに目的変数が入っていることを確認します

 目的変数は因子変数である必要があります

 ここでは「転倒経験」を選んでいます

 ダブルクリックを続けると，⑥のところに原因となる説明変数

（独立変数）が1つずつ追加されていきます

 変数のうち「毎日朝食を食べるか」について，転倒経験0群と1群の

うち1群は全症例「毎日朝食を食べている」ため説明変数へは選ばず，

他すべての変数（「観察打ち切り_ヵ月」は除く）を選んでいます

 誤って指定してしまった変数は，DeleteキーまたはBackSpaceキーで

削除できます

 ⑦[OK]をクリックします

 欠損値がある場合は解析できないことがあるため，その場合は

データを削除する，もしくは目的変数，説明変数へ入れないよ

うにする必要があります 3
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統計量：多変量解析
AICによるstepwise多重ロジスティック回帰分析結果

 結果は，【1】モデルカイ2乗検定（尤度比検定）,【2】

係数とオッズ比，95%信頼区間,【3】Hosmer-Lemeshow

の検定,【4】VIF値，の順に見ます

 ①モデルカイ2乗検定（尤度比検定）の結果を見ます．

p<0.05でなければなりません

 ②odds-ratio（オッズ比）の[Intercept]以外を見ます．1

より大きいときは正の影響，1より小さいときは負の影

響となります

 この例では，指定した説明変数のうち「片足立ち，入

院歴，運動習慣，握力」が選ばれ，それぞれオッズ比

が出力されています

 オッズ比は各変数の単位に依存します

 ③各変数のp値です． [Intercept]以外のp値を見ます

 Wald検定なので，多重ロジスティック回帰分析では重

要ではありません

 Hosmer-Lemeshowの検定は④p≧0.05が望ましくなりま

す

 ⑤ VIF値は10以上の変数は多重共線性が疑わしいため、

独立変数から外して検定します
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